
東
京
横
浜
電
鉄
沿
革
史



序

待

望

の
わ

が
東
京

横
浜

電

鉄
株

式
会

社
の
沿
革

史

が
成

り
、

序

文
を
草

す

る
に
当

り
、

聖

寿
の
万

歳

と
国

運

の
隆
昌

を
祝

賀
し
、

併

せ
て

戦

歿
将
士

の
遺

霊
に

満

腔
の
弔

意

を
表
し
、

戦

線

に
奮
闘
し

つ

つ

あ

る

皇
軍
に

対
し
、

感
謝

の
辞

を
捧

ぐ
る

も
の
で

あ

る
。

顧

る
と

私
か
旧

東

横
電

鉄

の
前

身
で

あ
っ

た

武
蔵
電

気

鉄
道

株
式
会

社
の
常

務

取
締

役
に

就
任
し

た

の
は
大

正

九
年
五

月
で

あ
っ

た
。

爾

来
二

十

有
余

年
、

還

暦

を
迎

ふ
る
今

日

迄

の
迂
余

曲

折
は
一

朝
一

夕

に

述
べ
尽

し

得

ぬ
底
の

も
の

が
あ

る
。

或

は
自
叙

伝

め
く

嫌

が
あ
る

や

も
知
れ

ぬ

が
、

極

め
て

簡

単
に

私

の
今

日
迄

の
体

験
を
叙
し
、

大

方

の
清

鑑
を

乞
ふ

事
と

す
る
。

私

は
辺

陬

な
る
信

州

の
農
村

に

生
れ
た
。

松
本
中

学

を

卒
業

後
上

京
し
、

高

等
師

範
学

校

（
現
在

の

文

理

科

大
学
）

に

入
学
し
、

卒
業

し
て

伊
勢
四

日

市

の
商

業
学

校
に

教
鞭

を
執
っ

た

が
、

思
ふ

所

が
あ

や

辞
し

て

東

京
帝

国
大

学
に

籍

を
置

い
た
。

然
し

元

来
学

費

の
出

所

と
て
あ

る
訳
で

な
く
、

故
嘉

納

治

五

郎
先

生

の
斡

旋
に

依
り
、家

庭
教

師
と

し
て

男
爵

富
井

政
章

家
に

寄
寓
し
、

其
後

加
藤

高
明

伯
に

も
恩



顧

を

蒙
り
、

明

治
四

十
四

年
に

卒
業
し

た
。

翌

年
文
官

高

等
試
験

に

合
格
す

る
と

共
に

農
商

務
省

の
官

吏

の
職

に

就

い
た

が
、

さ
る

事
情

の
下

に

間

も
な
く

鉄
道

省
に
転

任
し
、

前

後

九
年
半

の
官

吏
生

活

を

送

り
、

前
記

の
如

く
武

蔵
電

鉄
に

関
係

す
る
に

至
っ

た

の
で
あ

る
。

創

立
後
十

年
余
を

経
過
し
て

居

た
武

蔵
電

鉄

は
、

事

業
経
営

に
適

材

が
居

ら
な

か
っ

た
為

め

全
く

進

退

谷

ま
り
、

果
て

は
鉄

道
敷

設
免

許

さ
へ

取

消

さ
れ

ん
と

す
る

危
頽

に
頻
し

て
居

た

の
を
、

故
郷
誠

之

助

男

が
引

受

け

経
営

す

る
事
と

な
っ

た

の
で
、

私

は
同
男

の
招

請
に
応

じ

鉄
道

省
を
辞
し

入

社
し

た
の

で

あ

る
。

斯

く
て

従

来

の
免
許

線

の
外
に

地
下

線
に
依

る
市

内

乗
入

（
渋
谷
－

有
楽
町

間
）

の
免

許
を

も
得
、

之

等
の

建
設
資

金
と

し
て

壱

千
万

円

の
株

式

募
集

に

着
手
し

た

が
、

不

幸
に

も
大
正

九

年
の

財
界

パ

ニ

ッ

ク
に

災

さ
れ
、

七

転
八

倒

の
苦

心

も
甲

斐

な
く
壱

千
万
円

の

株
式

募
集

は
愚

か
、

遂
に

は
使
用

人

の

給
料

支
払
に

も
窮

す
る

迄
に

至
っ

た
。

当

時

故

渋
沢

子
爵

経

営
に

係

る
田

園
都
市

株
式
会

社

が
鉄

道

敷
設
に

対
し

行

き
悩

ん
で

ゐ
た
の

で
、

同

社

の
顧
問

格
で

あ
っ

た
小

林
一

三

氏
か

ら

私
に
入

社
の

交
渉

が
あ
っ

た

の
で
、

私

は
矢

野

恒
太
氏
に

も
面

接
し
、

結

局
承

諾
す

る
事
と

し

た
。

私

は
田

園
都

市
会

社
か

ら
鉄

道
部

を
引

き

は
な
し
て

新

に
目

黒

蒲
田

電
鉄

株
式

会

社
を
設

立
し
、

そ



の

後
専

務
取

締

役
に
就

任
し

た
。

そ
こ
で

武
蔵
電

鉄

の
建

設

事
業

は
一

時
見

送
り

の
形

と

し
、

目

蒲

電
鉄
の

目

黒
・

田

園
調

布
間

を
開

通

せ
し

め
、

次

い
で

武
蔵

電

鉄
よ

り
蒲
田

支

線
を

譲
り
受

け
て

こ

れ

を
開

通
せ
し

め
た
。

然
し

武

蔵
電

鉄

の
事

業
の

遂

行
は
、

私

自
身

本

来

の
眼

目

で
あ
っ

た

の
で
、

大
正

十
二

年

の
関

東
大

震
災

を

機
に
、

武
蔵
電

鉄

の

株
式
過

半
数

が
目

蒲
電

鉄

の
所

有

と
な
り
、

同

社
全

役
員

の
辞

職
を

見
る

に
及

び
、

私
は

改

め
て

目

蒲
電

鉄

の
代

表

者
と
し

て

武

蔵
電

鉄

の
専

務
取
締

役
に
就

任
し
、

名
称

を
東

京

横
浜
電

鉄

株
式

会

社
と

改

め
た
。

此
時
以

来
目

蒲
・

東
横
両

社
は

全
く
異

体

同

心

の
形
と

な
っ

た

の
で

あ

る
。

東

横
電

鉄
の

建
設

事
業

は
其

後
急

速
に

進
捗
し
、

多

摩
川
・

神

奈
川

間

を
第
一

期
と
し
、

多
摩
川
・

渋
谷

間
及

神

奈
川
・

桜
木

町
間

と
順

序

に
予

定

通
り

完

成

す
る
に

至
っ

た
。

然
し
、

昭

和
四

年
頃
か

ら

同
八

年
頃

へ
か

け
て

の
世
界

的

財
界

不
況

時

代
に

於
て
、

目

蒲

電

鉄
は

略

順

調

の

業
績

を
継
続

し

得

た

が
、

東

横
電

鉄
は

如
何

と

も
な
し

得

な
か
っ

た
。

其

収
入

は
更

に

増
加

せ

ず
、

借
入

金

の
利
子

は
払

は
ね

ば

な
ら

ず
、

借

入

金

の
利

息

を
払
へ

ば
、

一

文
の

配
当

も
出

来
な

い
の

み

な
ら

ず
、

毎

期
赤

字
決

算
で

あ
っ

た
。

他

方

自
動

車

業
を

開
始

し
て

収
入

の
一

部

を
補
ふ

等

鋭
意

業

績

の
向

上
に

努

め
、

且

つ

地

方
鉄

道
法
に

よ

る

政
府

の
補

助

を
仰

い
で

ゐ
た
に
不

拘
、

年
五

分

の
配

当



も
辛

う
じ
て

な

す
と

云
ふ

状
態
で

あ
っ

た
、

私

は
真

に
告

白

す
る

が
、

こ

の
頃

の

苦

境
を

考
へ

る
と
、

二

度

と
再

び
孫
子

の
代

迄
鉄

道

の
新

線
建

設
は

さ
せ

ま

い
と
決

心
し

た
位
で

あ
っ

た
。

然
し

な

が
ら
斯

か

る
苦

境
に
あ

っ
て

も
将
来

の

社
運
に

嘱

望
し
、

諸
学

校

の
誘

致
或

は
百

貨
店

の
経

営
等
、

沿

線
開
発

の
源

と

な
る

べ

き
諸
施

設
を

建
植

し
た
。

謂

は

ゞ
か

う
し

た
潜

勢
力

の
涵

養

が
今
日

を

な
す
に

至
っ

た

の
で

あ

る
。

尚
、

私
の

理

想
と
し
て

き
た
電

鉄

の
整
備

統

合
に

就
て

も
深

く
留

意
し
、

昭

和
八

年
に

は
池
上

電

鉄

を
目

蒲
電

鉄
に
、

同

十
一

年
に
は
玉

川

電
鉄

を
東

横
電

鉄
に

夫
々
合

併
し

た
。

此
間
会

社

の
業
績

培

養

に
資

す
る

為

め
、

可

及

的
有
利

と
み

る

事
業

会

社
を
新

設
し

又
は
買

収

し
て
、

多
角
経

営

方
針
に

向
っ

て

進
ん
で

来

た
。

さ

う
か

う
し
て

居

る

う
ち

に

支
那

事
変

の

勃
発

が
あ

り
、

物
資

及

資

金
の

統
制

を
は

じ

め
、

あ

ら

ゆ
る

方
面
に

於
け

る

経
済

統
制

が
強

化

さ
れ

周

知
の
如

き
多

難

の
秋
と

な
っ

た
に

も
不

拘
、

東
横

電

鉄
の

業
績

は
、

目
蒲

電
鉄

の
業

績
と

対

等
合

併

す
る

迄
に
昂

上
し

た

の
で
、

昭
和
十
四

年
四

月
、

茲
に
両

社
を

合
併
し

以
て

一

丸
と

し
、

資

本
金

は
七
千

二
百

五

十
万

円

と

な
っ

た
。

以

上

の
如

く
観

じ

来
る
と
、

吾

れ

な

が
ら
よ

く

も
生

命
を

保

持
し

得
た

も
の
で

あ

る
と

聊
か

奇
異

の

感

さ
へ

す
る

の
で

あ
る
。

昭
和
十

六

年
十
二

月
八

日
に

は

米
英
に

対
し

宣
戦

布

告

の
大

詔

が
煥
発

せ

ら

れ
、

内
外

共
に

益
々

多
事
多

難
と

な
り
、

事
業

統

制

も
必
然

的
に

切

迫
し
て

来

た
の
で
、

当

東

横
電

鉄



と

京
浜
・

小
田

急
と

の
合

流

も
勢
ひ

そ

の
機
運

に

逢
着
し

た

の
で
、

遂
に

昭
和

十
七

年
二

月
七

日
、

三

社
合

併

の
契

約

が
成

立
、

同

年
五

月
一

日

円
満

に

之

が
実
施

を
見

る
に

至
り
、

資

本

金
は

実
に
弐

億
四

百
八

拾
万

円

と

な
っ

た
の
で

あ

る
。

本

文

を
草
し

た

昭

和
十

七

年
五

月
二

十
三

日
は
、

右
に

就

き
経

過
報

告
其

他

を
な
し

た

臨
時

株
主

総

会

の
当
日

で
あ

る
。

終
り

に

臨
み
東

横
電

鉄

や
目

蒲
電

鉄

創

立
当

初
よ
り

私
と

困
難

辛

苦
を
共

に
せ

ら

れ
て

き
た

る
、

篠

原

専
務

や
鈴

木
、

三

宮
両

取

締

役

を
初

め
と
し
て
、

社

員
各

位

の
御
援

助
に

対
し

深

き
敬

意

を
表

す
る

も

の
で

あ

る
。

東

京

横
浜

電

鉄

株
式
会

社
を
過

去
の
歴

史
に

繰
り

入
れ
、

新

た

な
る

発
足

の
下

に
、

更
に

将

来
へ

の

展

開
を

企

図
し
、

曠

古

の
輝
し

い
聖
代

の
恩
沢

の
万

分

の
一

に

も
酬

ゐ
奉

ら
ん

と

す
る

も
の
で

あ
る
。

昭

和

十

七

年

五

月

東
京
横
浜
電
鉄
株
式
会

社

取
締
役
社
長

五

島

慶

太



社

是

一
、
至

誠

報

国

万
邦

無
比

ナ
ル
我

カ
国
体

ノ
本
義

ニ
則

リ

尽

忠
報

国

ノ
念

ニ
生

ク
ヘ

シ

一
、
威

恩

奉

仕

常

ニ
公
共

ノ
恩
沢
ヲ

念

ヒ
各
職

分
ヲ
尽

シ

テ
社
会
ニ
奉
仕
ス
ヘ
シ

一
、
創

造

進

取

大
ニ

智
識
ヲ
広

メ
新
タ

ニ
機
軸
ヲ

出

シ
盛

ニ
事
業
ヲ
振
起
ス
ヘ
シ

一
、
志

操

高

潔

道
ヲ
謀
リ
テ
食
ヲ
謀
ラ
ス
百
般
ノ
行
為
ハ

当
代
ノ
儀
表
タ
ル
ヘ
シ

一
、
和

衷

協

力

和
ヲ
以
テ
貴
シ
ト
シ
上
下
相
信
シ
協
力
業

務

ニ
勉

励

ス

ヘ

シ



東 横 神 社



田 園 都市 創設 者

故 子 爵 渋 沢 栄一 翁



取 締 役 社 長

五 島 慶 太 氏



専 務 取 締 役

篠 原 三 千 郎 氏



常務取締役

山 本 知 太 郎 氏

常務取締役

丹 羽 武 朝 氏

常務取締役

小 宮 次 郎 氏



取 締 役

武 鶴 次 郎 氏

取 締 役

中 川 正 左 氏

取 締 役

緒 明 太 郎 氏

取 締 役

伍 堂 卓 雄 氏



取 締 役

立 花 栄 吉 氏

取 締 役

鈴 木 幸 七 氏

取 締 役

小 林 清 雄 氏

取 締 役

尾 川 武 夫 氏

取 締 取
三 宮 四 郎 氏



監 査 役

石 川 善 太 郎 氏

常任監査役
渋 沢 秀 雄 氏

監 査 役

渡 辺 利 二 郎 氏



元田園都市会社々長

故 中 野 武 営 氏

元田園都市会社々長
目蒲電鉄会社々 長
故 市 原 求 氏

元
田園都市会社専務取締役
目 蒲 電 鉄 会 社 々 長

故 竹 田 政 智 氏



元武蔵電鉄会社々 長

故 伯 爵 広 沢 金 次郎 氏

元武蔵電鉄会社々 長

故 岡 田 冶 衛 武 氏



元武蔵電鉄取締役会長

故 男 爵 郷 誠 之助 氏

元
田 園 都 市 会 社 々 長
目 蒲・旧東横 両電鉄会 社々 長

矢 野 恒 太 氏



元田園都市会社取締役

故 星 野 錫 氏

元田園都市会社取締役

故 服 部 金 太 郎 氏



元目蒲・ 旧東横両 電鉄会社
常務取 締役

故 松 浦 由 太 郎 氏

元目蒲・旧東横両 電鉄会社
取締役 監査役

小 林 一 三 氏



今

昔

諸

相



昭 和 十 六 年 の 神 奈 川



江
戸
末
期
の
宮
益
（

ふ
じ
見
坂
）
と
道
玄
坂

大
正
五
年
頃
の
道
玄
坂
下

現

時

の

渋

谷

駅

前



（
長

谷

川

雪

旦

筆
）

大
正
五
年
頃
の
宮
益
坂

現

時

の

宮

益

坂
下



明
治
四
十
年
頃
玉
電
工
事
中
の
遊
玄
坂
上

現

時

の

道

玄

坂

上



大

正

三

年

頃

の

道

玄

坂

現

在

の

道

玄

坂



江
戸
末
期

の
目
黒
行

八
坂
権
之
助

坂
附
近
図

目

黒

線

権

之

助

坂

を

望

む



現

今

の

洗

足

池

昭和二年東横線開通当時の碑文谷駅附近

往

時

の

洗

足

池

現 時 の 碑 文 谷 駅 附 近



明
治
四
十
年
頃

の
二

子
玉
川

渡
し

大
正
六

年
頃

の
玉
川

兵
庫
島
近
附

大
正
十
五
年
頃
の
二
子
玉
川

砂
利
採
集
舟
の
帰
帆



多
摩
川

の
浅
き
流
れ
に
石
投

げ
て

遊

べ
ば
濡

る
る
わ
が
袂
か
な

瀬
も

浅
く
藍
も
う
す
ら
に
多
摩
川
の

な

が
れ
て
あ

り
ぬ
う
し

や
二
月
は

曇
日
の
川
原
の
薮
の
白
砂
に

あ
し
あ
と
つ
け
て
啼
く
千
鳥
か
な

友

も
う
し

誰
と
あ
そ

ば
む
明
日
も

ま
た

多
摩
の
川
原

に
来

て
あ

そ
ば
な
む

（
明
治
四
十
二

年
二

月
作
）

現

在

の
二

子

玉

川



丸 子 橋

大正十一年頃の丸子

昭 和 四 年 頃 の 丸 子

江 戸 末 期 の 丸 子



大
正
八
年
頃
の
丸
子

大
正
十
一
年
頃
工
事
中
の
目
蒲
線

目
蒲

線
開
通
直

前
の
重
役
一
行
（
沼
部
終
点

）

向
右
よ
り

下

村

猛
氏

竹

田

政

智
氏

河

野

通
氏

伊

藤

欣

二
氏

小

林

一

三
氏

篠

原

三

千

郎
氏

市

原

求
氏

石

川

善

太

郎
氏

松

浦

由

太

郎
氏

佐
久
間

吉
備
彦
氏

緒

明

圭

造
氏

五

島

慶

太
氏



大
正

七
八
年
頃
の
沼

部
石
菖
谷
（

多
摩
川

園
敷
地

）

昭

和
十

六
年
の
多
摩
川
園

全
景

同

上

園

内

一

部



往

時

の

沼

部
（
田
園
都
市
建
設
地
）

大
正
八
、
九
年
頃
分
譲
開
始
の
調
布



大
正

八
年
頃
の
調
布
村

花
野
附

近

大
正
十
一
年
頃
草
原
中
の
田
園
調
布
駅

大
正
十
一
年
頃
の
田
園
調
布
駅
前



大
正
十
一
年
頃
の
田
園
都
市
経
営
地

大
正
十
一
年
頃
の

開
拓
前
の
洗
足
附
近

大
正
十
一
年
田
園
都
市

洗
足
分
譲
地
起
工
式

大
正
十
一
年
整
地
中
の

洗
足
分
譲
地



整
備
成
れ
る
田
園

都
市
（
其
一

）

（

其

二

）

田

園

調

布

駅

前

の

広

場



（

其
三

）
宝
来

公
園

（
其

四

）
宝
来
公

園



大
正
十
一
年
頃
の
日
吉
台

大正十一年頃の日吉駅

現時 の日吉駅

日 吉より 発掘さ れた土 器

日 吉 台 の 慶 応



昭
和
十
六

年
頃
の
日
吉

商
店
街

日
吉
台
よ
り
発
掘
せ
ら
れ
た
る
土
器現 在 の日 吉 駅

大 学 予 科 全 景



大
正
十
一
年
売
出
当
時
の
洗
足
地
区

大
正
十
一
年
頃
の

洗
足
事
務
所

現
在
の
洗
足
駅

現
在
の
洗
足
住

宅
地
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